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論 文 内 容 の 要 旨 
大都市の地下に伏在する断層において地震が発生すると，人的にも物的にも甚大な被害がもたらさ
れる。このような地震災害への対応には，震源となる断層の位置や性状を正確に把握することが不可
欠である。一般に，国内の大都市の多くは厚い堆積層の上に発達し，表層部は人工改変が進んでいる
ために地表情報（地形判読，地質踏査など）による断層調査は困難である。それに代わる手段として
物理的探査法がある。 
 物理的探査法の中でも電磁探査は，断層による比抵抗分布の異常を検出するのに適する。また，
30×30m 以上の空間が離散的に確保できれば３次元探査も可能となる。このように電磁探査は断層
地下構造の解明に有効であるが，電磁気高雑音環境下では実施が困難であった。 
本研究では，人工信号源を用いる電磁探査法を改良し，大都市域での電磁気高雑音地域でも実施可
能な電磁探査法（CSMT法）を開発した。開発した測定装置は GPSを用いた送受信装置間の時刻同
期により，高い信号検出能力を有する。この新しい装置を大阪平野の都市域に伏在する上町断層の調
査へ応用した。 
上町断層調査では，CSMT法の信号源は大和川に，受信点は信号源から北に約 15km 離れた淀川
長柄橋付近に設け，受信点付近の比抵抗分布を測定した。送信信号が受信点に到達していることは受
信波形の周波数分析により確認した。また，時間帯によって変化する電磁気雑音の特性を把握し，そ
れらの結果を機器の改良にフィードバックした。最終的に，上町断層を横切る深度 800m 付近まで
の比抵抗断面を得た。 
開発した手法で得られた比抵抗断面は，先行研究の反射法地震探査断面とも整合的であり，信頼で
きる結果であると判断した。比抵抗断面から，断層推定位置に北東傾斜の高比抵抗領域が存在するこ
と，断層の両側では，ほぼ水平な比抵抗分布を示し，北東側の深さ 400m以深は高比抵抗であるこ
とを見いだした。前者の高比抵抗領域は，これまで東側に傾斜すると推定されていた上町断層を比抵
抗という物理量で直接的に描出できたと判断した。また，後者の高比抵抗領域は，大阪層群の基盤で
ある花崗岩類にほぼ相当し，北東側の基盤が南西側より浅いとの実態を明確に示した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
断層周辺では，岩盤の破砕や地層の変形によって電気比抵抗分布に異常が認められる例が多い。電
磁気探査法は，このような異常を鋭敏に検出できるので，断層の位置や性状の研究に有効である。し
かし，人工的電磁気雑音に弱く，特に深部探査に関しては，大都市域では実施が困難であった。 
本研究では，制御された電磁気信号源を用いる従来の探査法を改良し，電磁気高雑音地域でも実施
可能な電磁気探査法の開発とその応用を行っている。①Global Positioning System（GPS）衛星からの
信号を用いて，信号送信装置と受信装置間で高精度の時刻同期機能をもつ測定装置の開発，②制御信
号を高分解能で分離できる信号処理方法の開発，および③都市域の雑音特性を考慮した測定方法の確
立など，観測・解析に必要な一連の手法を開発した。 
この手法を大阪平野に伏在する上町断層の調査に応用し，この断層を横切る深度 800m付近まで
の電気比抵抗構造を明らかにした。新しい手法による結果と，先行する反射法地震探査断面とは大局
的に整合し，さらに北東傾斜の高比抵抗領域が存在することを，新たに見いだしている。これは，大
都市に伏在する断層の地下形状を，電気比抵抗分布から描出している画期的な成果である。 
この研究で開発した手法を展開することによって，大阪平野および他の大都市域の地下比抵抗構造
を３次元的に決定することが可能となる。よって，本論文は，博士（理学）の学位を授与するに値す
ると審査した。 
